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１．はじめに

２．方法

方言学入門の情報を整理すると、、東京都や神奈川
はカタツムリという呼び名が一般的であり、西部ではそ
れ以外の呼び方も様々な種類が使われていることが
分かる。その他の今回のアンケートに含まれていた県
では、一部地域でのみカタツムリが使われていた。ま
た、千葉県では一部地域でデンデンムシと呼ばれてい
ることが分かった。また、ユーハドラやコッチネリデーな
どは日本に昔からはなく、西洋由来の言葉であること

が知られている。

この情報をもとに結果を考えると、ほぼすべての人が
カタツムリやデンデンムシという言葉を使っているので、
地域によってばらばらな呼び方は消えかかっていると
いっても過言ではないと思われる。また、ユーハドラは
方言学入門にも日本の方言地図にも記載がなく新しく
出てきた呼び名であるため、インターネットなどにより
普及した呼び方であると考えれば、リサーチクエスチョ
ンの「インターネットにより地域特有の方言が少なく

なった」というのは正しいと思われる。

また、柳田国生の「蝸牛考」の方言周圏論の中では辺
境地帯ほど昔の語が残るとされていて、文化の中心に
いる都市から新しい言葉が広まっていくとされていた。
結果から、東京が文化の中心と化したことで、京都の
マイマイという呼び方ではなく東京の古いカタツムリと
いう言葉が広く使われることになったので、文化が大き
く変わるような出来事においては、新しい呼び方が廃
れ古い語が改めて使われることになる可能性があると

いうことがわかった。

４．考察

３．結果

表１：出身地とそれぞれの呼び方 ５．おわりに

今回の調査では「インターネットにより地域特有の方言
が少なくなった」という問題を提唱した上で、インター
ネットが普及する前後の2002年と2024年現在のカタツ

ムリとテントウムシの呼び名を調査した。その結果、ほ
とんどが東京で使われている呼び方に変化しており、
新しい呼び方も普及していることから、 「インターネット

により地域特有の方言が少なくなった」というのは当て
はまっていると結論付けられた。
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インターネットが普及したことにより、情報はかなりのス
ピードで伝達することになった。柳田国生の「蝸牛考」
では文化の中心部から辺境の地帯になるほど古い語
が残り、方言と化していることが指摘されたが、情報が
高速化した現在ではどうだろうか。よって、リサーチク
エスチョンを「インターネットにより地域特有の方言が
少なくなった」とし、これを検証していくこととする。

実験方法として、昔の地域特有の言い方と現代の言い
方が違っているかを確認するために、カタツムリとテン
トウムシの呼び方と回答者の地域をアンケートする。そ
の後、「方言学入門」に記載されている2002年のデータ
を用いて、実際に2002年と現在とで呼び方が違ってい

るかどうかを集計し、リサーチクエスチョンの妥当性を
評価する。

出身地（都
道府県）

カタツムリの呼
び方 人数

テントウムシの呼
び方 人数

東京都 カタツムリ 6 テントウムシ 6

ユーハドラ 1 コッチネリデー 1

神奈川県 カタツムリ 6 テントウムシ 6

千葉県 カタツムリ 4 テントウムシ 4

デンデンムシ 1 ナナホシテントウ 1

埼玉県 カタツムリ 1 テントウムシ 1

静岡県 カタツムリ 1 テントウムシ 1

和歌山県 カタツムリ 1 テントウムシ 1

岡山県 カタツムリ 1 テントウムシ 1

熊本県 カタツムリ 1 ナナホシテントウ 1

集計人数:23人
表1にて今回の実験で得られた地域ごとのカタツム
リとテントウムシの呼び方が記載されている。
表1において最も注目してほしい点がカタツムリで

はカタツムリ以外の呼び方をしているのが二人、テン
トウムシでは三人だったことであり、熊本県の一人を
除いてその呼び方をしていたのがすべて首都圏の人
だったことが最も印象的だろう。

また、ナナホシテントウという呼び名は広く分布して
いるため、実質的には方言といえる呼び方はもっと少
ないだろう。
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